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三
月
一
日
か
ら
二
日
に
か
け
て
、

群
馬
教
区
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」

年
次
大
会
が
、
五
百
名
の
檀
信
徒
･

住
職
参
加
の
も
と
、
伊
香
保
町
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
、
物
故
者
回
向
法
要
が
三
浦

祐
俊
宗
務
所
長
の
導
師
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
所
長
は
、
七
月
十
一
日
、
高

崎
市
の
群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
予
定
の
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動

五
十
周
年
記
念
大
会
」
の
概
要
を
含

め
て
挨
拶
さ
れ
、
そ
の
後
、
伝
教
大

師
の
精
神
の
実
践
を
、
生
活
の
身
近

な
こ
と
か
ら
紹
介
さ
れ
た
杜
多
宗
務

総
長
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
義
の
内
容
は
三
部
に
分
か
れ
、

第
一
講
は
、「
一
隅
を
照
ら
す
運
動

五
十
周
年
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

森
定
慈
仁
総
本
部
長
が
登
壇
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
、
一
隅
運
動
は
発
足

五
十
周
年
を
迎
え
、「
道
心
」
あ
る

人
材
の
育
成
活
動
を
社
会
に
広
め
る

べ
く
、
本
部
で
は
様
々
な
企
画
を
実

践
し
、
明
る
い
社
会
の
実
現
に
努
め

て
い
る
。

　
第
二
講
は
、
九
州
西
教
区

實
相
寺
法
嗣
の
髙
橋
美
清

（
北
原
朱
夏
）
師
が
「
お
山

で
見
つ
け
た
宝
物
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
。
師
は
伊
勢

崎
市
在
住
で
、
高
校
時
代
の

担
任
は
、
華
藏
寺
住
職
の
藤

井
祐
順
師
で
あ
っ
た
。
ご
自

身
の
経
歴
を
紹
介
し
、
発
心

し
て
得
度
し
、
人
に
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
･

感
謝
し
・
大
切
な
時
間
を
過

ご
し
た
比
叡
山
で
の
修
行
も

終
了
さ
せ
た
。

　
次
い
で
「
歌
謡
シ
ョ
ー
」

と
な
り
、ご
自
身
の
曲
を
歌
っ

た
後
、「
懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
、

ご
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
」

の
コ
ー
ナ
ー
と
な
り
、
参
加

者
一
同
声
を
合
わ
せ
て
の
大

合
唱
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
三
講
は
、
南
前
橋
部
極
楽

寺
支
部
長
の
小
林
玄
順
師
が
、

「
一
隅
」
支
部
活
動
を
報
告
さ

れ
た
。

　
当
支
部
で
は
和
讃
と
舞
踊
を

中
核
と
し
、「
花
和
讃
」
は
市

の
郷
土
芸
能
に
登
録
さ
れ
、
近

所
の
小
学
生
を
集
め
て
半
年
間

練
習
し
て
か
ら
、
数
年
に
一
度

大
会
に
出
場
し
て
い
る
。

　
ま
た
、郷
土
カ
ル
タ
に
は「
け

や
き
千
年
極
楽
寺
」
と
読
ま
れ
、

境
内
の
堀
で
は
カ
ワ
セ
ミ
が
枝

に
止
ま
り
、
山
林
に
は
鷹
が
飛

来
し
て
い
る
。

　
薬
師
縁
日
に
は
、
多
く
の

人
々
が
参
詣
し
、
本
堂
で
は

露
の
団
姫
さ
ん
の
落
語
･
大

治
郎
さ
ん
の
曲
芸
が
披
露
さ
れ
、

令
和
元
年
盂
蘭
盆
に
よ
せ
て

宗
議
会
議
員
　
　
　

 

綾
小
路
　
乘
俊

　
昨
年
の
議
席
欠
員
に
伴
う
補
欠
選
挙

で
宗
議
会
議
員
に
な
り
ま
し
た
西
前
橋

部
の
綾
小
路
乘
俊
で
す
。

　
群
馬
教
区
は
定
数
２
議
席
で
す
の

で
、
高
崎
部
の
原
徳
明
議
員
と
一
緒
に

活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
以
前
は
教
務
主
任
で
し
た
の
で
、担

当
の
檀
信
徒
会
ま
た
伝
道
師
会
の
皆
様

に
は
、大
変
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
か
ら
令
和
に
代
り
、
初

め
て
の
お
盆
を
迎
え
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
お
盆
と
は
、
ご
先
祖
様
や

亡
く
な
っ
た
人
達
が
浄
土
か
ら
戻
っ
て

来
る
と
い
わ
れ
、
ご
先
祖
様
や
亡
き
人

と
共
に
過
ご
し
て
供
養
を
す
る
期
間
を

お
盆
と
言
い
ま
す
。

　
起
源
は
孟う

ら
ぼ
ん
き
ょ
う

蘭
盆
経
と
い
う
経
典
に
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　
内
容
は
、
お
釈
迦
様
の
弟
子
・
目も

く
れ
ん連

が
、
亡
く
な
っ
た
母
が
ど
ん
な
生
活
を

し
て
い
る
の
か
が
気
に
な
っ
て
神
通
力

で
覗
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
素
晴
ら
し
い

世
界
に
居
る
と
思
い
き
や
、
餓
鬼
道
に

堕
ち
て
苦
し
み
の
日
々
を
送
っ
て
お
り
、

お
釈
迦
様
に
相
談
し
た
ら
「
雨
季
の
修

行
が
終
わ
る
七
月
十
五
日
に
、疲
れ
き
っ

て
い
る
僧
に
御
馳
走
を
施
し
て
あ
げ
た

ら
多
く
の
功
徳
が
生
ま
れ
、
そ
の
功
徳

で
母
も
救
わ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
、

目
連
が
言
わ
れ
た
通
り
に
し
た
ら
母
は

救
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
説
話
が
元
で
先
祖
供
養
の
為
に

供
物
を
供
え
る
行
事
、
お
盆
が
生
ま
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す゚

　
日
々
忙
し
く
生
活
し
て
い
る
と
、

ゆ
っ
く
り
手
を
合
わ
せ
る
時
間
が
取
れ

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
令
和
元
年
の
お

盆
の
期
間
、
ゆ
っ
く
り
手
を
合
わ
せ
る

時
間
を
つ
く
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

　
素
晴
ら
し
い
お
盆
様
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

再
任
の
ご
挨
拶群

馬
教
区
　
　
　
　
　

檀
信
徒
会
連
盟

会
長 

神
宮
　
直
仁

　
本
年
は
、
三
月
に
一
隅
年
次
大
会
、

五
月
に
群
馬
県
農
協
ビ
ル
に
お
い
て
教

区
檀
信
徒
会
連
盟
総
会
が
あ
り
、
こ
の

席
上
に
て
連
盟
役
員
が
選
任
さ
れ
、
私

は
再
任
さ
れ
て
二
年
間
会
長
の
職
を
努

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
事
業
実
施

に
つ
き
ま
し
て
は
、
檀
信
徒
皆
様
の
特

段
の
ご
協
力
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
十
年
間
に
亘
る
祖
師
先
徳
鑽

仰
大
法
会
も
、
根
本
中
堂
の
改
修
事
業

も
ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
、
事
業
遂
行
の

た
め
に
は
引
き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
を

お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
に
和
讃
舞
踊
･
フ
ラ
ダ
ン
ス

等
の
演
芸
発
表
、
節
分
会
・
除
夜
鐘
撞

き
･
座
禅
会
･
涅
槃
会
等
と
多
種
多

様
な
事
業
が
行
わ
れ
、「
一
隅
を
照
ら
す

寺
」
と
し
て
地
域
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
大
会
で
、
一
隅
運
動
に

十
七
万
九
千
七
百
五
十
円
の
寄
付
金
が

あ
っ
た
こ
と
を
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昌
樂
寺
（
綾
小
路
乘
正
住
職
）
で
は
、
七
月
五
日
に
本
堂
改
修
工
事
の
完
了

を
記
念
し
て
法
要
が
営
ま
れ
ま
し
た
。
工
事
は
、
本
堂
屋
根
を
瓦
葺
き
か
ら
銅

板
葺
き
へ
改
修
し
、
内
陣
・
回
廊
・
仏
像
の
修
理
・
エ
ア
コ
ン
の
設
置
等
で
し

た
。
法
要
は
、
檀
信
徒
に
よ
る
「
天
台
の
お
つ
と
め
」
の
唱
和
、
次
い
で
「
天

台
雅
楽
会
」
に
よ
る
雅
楽
の
奉
納
、
部
内
寺
院
住
職
に
よ
る
施
餓
鬼
会
法
要
と

続
き
、
檀
信
徒
は
工
事
の
完
成
を
祝
い
、
先
祖
供
養
の
功
徳
を
頂
き
ま
し
た
。

西
前
橋
部
・
昌
樂
寺

西
前
橋
部
・
昌
樂
寺

北
前
橋
部
・
珊
瑚
寺

北
前
橋
部
・
珊
瑚
寺

　
地
元
の
「
富
士
見
か
る
た
」
に

も
詠
ま
れ
て
い
る
地
蔵
堂
は
、

一
七
五
四
（
宝
暦
四
）
年
に
造
ら
れ

た
と
さ
れ
、
珊
瑚
寺
の
中
で
最
も
古

い
建
造
物
で
す
。

　
一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
に
萱

葺
屋
根
の
上
に
ト
タ
ン
屋
根
を
覆
う

工
事
を
行
い
ま
し
た
が
、
半
世
紀
を

経
る
中
で
ト
タ
ン
屋
根
の
腐
食
が
進

み
、
二
年
前
に
は
屋
根
の
一
部
が
崩

落
し
た
の
で
、
改
修
工
事
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
工
事
で
は
ト
タ
ン
葺
き
か
ら
銅
板

葺
き
の
屋
根
に
変
更
し
た
ほ
か
、
塗

装
が
は
げ
た
彫
刻
を
塗
り
直
し
、
鮮

や
か
に
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
檀
信
徒
を

は
じ
め
と
す
る
各
方
面
の
皆
様
方
に

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
を
ご
縁
に
、
元
旦
祈
祷
や
厄

除
け
・
七
五

三
祈
祷
等
の

道
場
と
も

な
っ
て
い
る

地
蔵
堂
に
お

参
り
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い

で
す
。

（
住
職
　  

内
田
堯
重
）

○
北
前
橋
部
　
明
聞
寺
　
青
柳  

興
裕  

住
職

予　告

伝
道
師
補
任
祖
山
研
修
会

檀
信
徒
祖
山
参
拝
研
修
会

十
月
十
二
日
〜
十
月
十
四
日

九
月
十
七
日
〜
九
月
十
九
日

　
群
馬
天
台
青
年
会
（
竹
田
暢
晋

会
長
）
で
は
、
こ
の
度
創
立
五
十

周
年
を
迎
え
、
教
区
宗
務
所
長
を

始
め
、
各
会
々
長
、
教
区
議
員
、

歴
代
の
仏
青
会
長
の
ご
臨
席
の
も

と
、
記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
竹
田
会
長
は
挨
拶
の
中

で
「
歴
代
会
長
や
諸
先
輩
の
築
き

上
げ
て
き
た
青
年
会
を
、
後
世
に

伝
え
る
の
が
役
目
。
い
つ
ま
で
も

伝
教
大
師
様
の
御
心
を
伝
え
て
行

き
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
、
こ
れ
か

ら
先
、
百
年
・
二
百
年
と

続
け
て
い
く
決
意
を
し
ま

し
た
。

「
本
堂
改
修
円
成
」

「
本
堂
改
修
円
成
」

「
地
蔵
堂
平
成
の
大
改
修
落
慶
」

「
地
蔵
堂
平
成
の
大
改
修
落
慶
」

〜年次大会開催〜〜年次大会開催〜

平成30年度 平成30年度 

「「一隅一隅をを照照らすらす運動運動」」
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十
二
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三
日
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河合 乘信 師

平
成
三
十
年

高崎部　満勝寺

原 徳明 師

会場の様子

開会式風景

根本中堂改修報告

境内参拝

報恩法要

渡辺玄晃師

北
前
橋
部
　

天
川
山 

大
寳
院

本尊　阿弥陀如来

天井画 龍雲図

天
王
寺

前
橋
市
文
京
町
四
ー
九
ー
十
三

第
二
十
一
世
住
職 

青
桺 

行
暢

覆屋がかけられた根本中堂

葺き直しを待つ中堂屋根

彩色がはがされた廻廊

新住職紹介

群
馬
教
区
選
出
宗
議
会
議
員

磯村良定師

天王寺本堂

根
本
中
堂
大
改
修

根
本
中
堂
大
改
修

第
四
回

 

浄
法
寺
伝
教
大
師
報
恩
法
要
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内
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活
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一隅を照らそう 一隅を照らそう

シ
リ
ー
ズ
群
馬
の
寺
々 

第
四
十
四
回

　
六
月
六
日
、
群
馬
県
農
協
ビ
ル
に

お
い
て
、群
馬
教
区
檀
信
徒
会
連
盟
・

伝
道
師
会
連
盟
の
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
何
れ
の
連
盟
も
、
事
業
・
決
算
報

告
が
な
さ
れ
、
新
年
度
事
業
・
予
算

案
が
承
認
さ
れ
、
檀
信
徒
会
連
盟
で

は
、
新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

各
総
会
終
了
後
、
同
一
会
場
に
集
合

し
、
法
楽
の
後
に
合
同
研
修
会
と
な

り
、「
延
暦
寺
慶
讃
事
業
」に
つ
い
て
、

延
暦
寺
一
山
無
量
院
住
職
磯
村
良
定

師
が
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
核
心
は
、
平
成
二
十
八
年

か
ら
令
和
七
年
ま
で
の
十
年
間
に
わ

た
る
予
算
五
十
億
四
千
万
円
の
延
暦

寺
根
本
中
堂
保
存
修
理
事
業
を
、
写

真
を
交
え
た
進
捗
状
況
の
報
告
と
、

資
金
協
力
へ
の
感
謝
で
あ
り
、
引
き

続
い
て
の
協
力
支
援
を
要
請
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
建
物
の
保
存
修
理

で
す
が
、
そ
れ
は
「
伝
教
大
師
の
ご

精
神
・
祈
り
」
の
継
承
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
に
な
っ
た
「
浄
法
寺
清

掃
活
動
」
が
本
年
も
五
月
二
十
一
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
日
か
ら
の
雨
模
様
で
、
清
掃
に

つ
い
て
は
、
今
年
は
見
合
わ
せ
。
開

会
式
に
続
い
て
三
浦
祐
俊
宗
務
所
長

導
師
に
よ
る｢

伝
教
大
師
和
讃｣

の

法
楽
、
原
徳
明
宗
議
会
議
員
、
緑
野

智
彦
浄
法
寺
住
職
に
よ
る
挨
拶
の

後
、
渡
辺
玄
晃
布
教
師
会
副
会
長
に

よ
る
「
伝
教
大
師
の
生
涯
」
の
講
演
。

最
後
に
浄
法
寺
境
内
参
拝
を
行
い
、

宗
祖
伝
教
大
師
の
ご
遺
徳
を
感
じ
ま

し
た
。

　
平
成
二
十
八
年
か
ら
十
年
計
画

で
実
施
さ
れ
て
い
る
比
叡
山
根
本

中
堂
の
大
改
修
は
、
本
堂
の
銅
板

葺
き
、
廻
廊
の
と
ち
葺
き
を
葺
き

直
し
、
全
体
の
塗
装
彩
色
等
の
修
理

が
行
わ
れ
ま
す
。
現
在
は
覆
屋
が
完

成
し
、銅
板
や
彩
色
が
は
が
さ
れ
て
、

修
理
着
手
の
前
段
階
の
印
象
を
受
け

ま
し
た
。

　
覆
屋
の
中

は
廊
下
が
設

置
さ
れ
、
そ

こ
か
ら
工
事

の
状
態
が
一

般
の
方
も
見

学
出
来
る
よ

う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
延
暦
寺
の

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載

さ
れ
て
お

り
、
ご
家
庭

で
も
工
事
の

進
捗
状
況
を

見
る
こ
と
が

出
来
ま
す
の

で
、
一
度
ご

覧
に
な
っ
て

下
さ
い
。

【
寺
院
沿
革
】

　
当
寺
は
、
天
川
山
大
寳
院
天
王
寺

と
号
し
、
阿
弥
陀
如
来
を
ご
本
尊
に

祀
り
ま
す
。

　
承
和
二
年
（
八
三
五
）
三
月
、
尊

祐
法
印
に
よ
り
開
基
、
年
月
を
経
る

に
つ
れ
衰
微
し
ま
し
た
が
、
慶
長
二

年
（
一
五
九
七
）
六
月
、
祐
尊
法
印

に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
、
明
治
十
四

年
（
一
八
八
一
）
十
一
月
に
は
、
総

本
山
直
末
寺
院
と
な

り
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

【
寺
名
の
由
来
】

　
寺
名
の
「
天
王
」

は
、
市
神
の
牛
頭
天

王
（
ご
ず
て
ん
の

う
＝
神
仏
習
合
に
お

け
る
神
。
疫
病
の
流

行
を
鎮
め
る
た
め
祇

園
・
八
坂
神
社
等
に

祀
ら
れ
た
）を
指
し
、

明
治
の
神
仏
分
離
ま

で
、
寺
の
北
方
に
あ

る
八
坂
神
社
の
別
当

寺
（
べ
っ
と
う
じ
＝

神
社
境
内
に
建
て
ら

れ
、
神
社
の
祭
祀
を

仏
式
で
行
う
と
共
に
経
営
管
理
を

行
っ
た
寺
院
）で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
寺
名
を
持
ち
ま
す
。

【
地
元
史
書
の
記
述
】

　
明
治
十
六
年
ご
ろ
記
さ
れ
た
『
天

川
村
沿
革
考
』
に
よ
る
と
、「
古
来
ヨ

リ
書
画
宝
器
等
ノ
宝
物
数
多
ア
リ
シ

ト
雖
モ
文
政
十
二
年
十
一
月
の
火
災

ニ
テ
悉
皆
消
滅
ス
ト
云
ヘ
リ
」
と
あ

り
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
の

火
災
に
よ
り
、
寺
の
宝
物
の
ほ
と
ん

ど
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
現
在
の
住
職
は
二
十
一
世

で
す
が
、こ
れ
は
寺
を
再
興
し
た
、祐

尊
法
印
以
降
の
代
数
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
新
本
堂
建
設
】

　
昭
和
二
十
四
年
に
、
先
代
住
職
・

興
行
大
和
尚
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た

旧
本
堂
は
老
朽
化
が
進
み
、
平
成

二
十
年
に
総
代
・
世
話
人
会
議
に
よ

り
全
面
改
築
を
行
う
こ
と
が
決
定

し
、
寺
檀
一
体
と
な
っ
て
の
協
力
の

も
と
、
平
成
二
十
二
年
六
月
、
現
在

の
新
本
堂
が
落
成
い
た
し
ま
し
た
。

【
本
堂
天
井
画
】

　
新
本
堂
の
天
井
に
は
、
宮
絵
師
・
安

川
如
風
の
筆
に
よ
る
、「
龍
雲
図
」、「
鳳

凰
図
」、「
迦
陵
頻
伽
（
か
り
ょ
う
び
ん

が
＝
浄
土
に
住
む
仏
を
称
え
る
美
声

の
霊
鳥
）
図
」、「
宝
相
華
（
ほ
う
そ
う

げ
＝
花
々
の
美
し
い
要
素
だ
け
を
抽

出
し
て
表
現
さ
れ
た
吉
祥
文
様
）
図
」

等
が
描
か
れ
、

参
拝
の
檀
信
徒

を
見
守
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
境
内

に
は
十
二
支
守

り
本
尊
の
石
仏

が
安
置
さ
れ
て

い
る
他
、
参
道

に
は
十
八
羅
漢

像
が
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。

（
現
住
・

青
桺
行
暢
記
）


